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１．はじめに 

 本研究では、富山県沿岸に押し寄せ遡上する

津波について高精度なシミュレーションで再現

し、さらに General-Purpose computing on 

Graphics Processing Units(GPGPU)を用いて

高速計算を実現した。5[m]間隔の詳細な地形デ

ータを用いることで建造物や道路等を考慮した

計算が可能となるが、データ量の増加により膨

大な計算時間が必要となる。そこで多数のコア

で並列計算が可能な GPU を用いる。 

２．GPU での実装 

 GPU の高い演算性能を汎用的な計算に利用

することを目的とした CUDA を利用し、流束

計算部と水位計算部を GPU 上で演算を行う。

格子状になっている地形データ(水深・標高)の

１つは 5[m]四方のセルである。GPU 上では１

つのセルにつき１つのスレッドを割り当てるこ

とで並列処理を実現する。なお、GPU では

65535×65535×512 個のスレッドで並列計算

が可能である。 

3．シミュレーション条件 

 図 1に富山沿岸・富山湾の地形モデルの一部

を示す。図中の青色の部分は海底を表し、赤い

箇所は標高が高いことを表している。 

 

図 1. 作成した地形モデルの一部 

津波の初期配置は富山県射水市沖に波高最大

5m で半径 400m の sin 波を連ねたものとした。

CPU は Intel Xeon E5-2687W を、GPU は NVIDIA 

TESLA K20 を用いてシミュレーションを行った。 

4．シミュレーション結果 

 シミュレーション結果の一部を図 2に示す。 

 

図 2. シミュレーション結果の一部 

 図 2の緑の部分は波高が高いことを表してい

るが、押し寄せた波が陸上を遡上している様子

が確認できる。 

 このシミュレーションは実現象で 300 秒まで

の計算であるが、シミュレーションに掛けた計

算時間は 668 秒となっており、短時間でシミュ

レーション結果を出力することができている。 

5．おわりに 

 GPGPU を用いたことで富山沿岸・富山湾全

域といった広範囲かつ詳細なデータの津波シミ

ュレーションにも関わらず、短い時間でシミュ

レーション結果を得ることができた。これによ

り、津波の初期配置の波高や範囲といった初期

条件を変えてシミュレーションを試行する際に

掛かる時間を大幅に短縮することができ、様々

な計算結果を蓄積することができる。 
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